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■■　すぎなみＮＰＯ未来フォーラム　■■ 
　　――　杉並の活動を中心に「協働」のあり方やＮＰＯの未来像を探る　
―― 
日時：10月12日（土）　会場：阿佐谷地域区民センター 
コーディネーター：安藤雄太さん：東京ボランティア・市民活動センター副所
長 
講師：渡戸一郎さん：明星大学人文学部教授 
講師：宇治川敏夫さん：ＮＰＯ「ぼらねっと」、ＮＰＯ法人「未来をつなぐ子
ども資金」 
講師：矢郷恵子さん：（有）毎日の生活研究所 
講師：佐々木敦也さん：ＮＰＯ法人「杉並ベンチャーネットワーク」 

■司会 
　杉並のＮＰＯ未来フォーラムを始めたいと思います。 
先程の対談で「協働とは」というお話が出ましたが、杉並で実際に活動をされ
ている方々に、理想的な協働はどうあったら良いのか、またＮＰＯはこれから
どのようになってゆくのかなどを探っていただきたいと思います。 
　コーディネーターは、東京ボランティア・市民活動センター副所長の安藤雄
太さんです。パネリストは、明星大学人文学部教授で杉並区ＮＰＯ等活動推進
協議会会長をされておられる渡戸一郎さん、有限会社『毎日の生活研究所』の
矢郷恵子さん、ＮＰＯ法人『杉並ベンチャーネットワーク』の事務局長をされ
ておられる佐々木敦也さん、それから３年にわたる委員会活動に関わってこら
れましたＮＰＯ『ぼらねっと』の代表で、ＮＰＯ法人『未来をつなぐ子ども資
金』の理事でもあります宇治川敏夫さんです。 
　また、手話通訳として豊田直子さん、松村郷子さん、斉藤悦子さんにお願い
しております。以上の方々でよろしくお願いいたします。 

■安藤 
　このセッションは今ご紹介がありましたように、「すぎなみＮＰＯ未来フォ
ーラム」ということで、今の杉並区内で「こんなふうにＮＰＯの推進ができた
らいいな」とか、「ＮＰＯはこんな動きができたらいいな」というように、夢
を語っていただく部分にしたいと思います。 
　先程までのセッションでは、今日のセンターが出来るまで、またその間にお
けるさまざまな経過を中心にお話をさせていただきました。そういう意味では
報告ということが手薄でしたから、皆さんの中からご質問やご意見を取らずに
まいりました。ですがこのセッションでは、パネリストの方の報告を頂きなが
ら、皆様方も活動をされていたり、または関連施設に関わっておられたり、関
心をお持ちの方が多いと思いますので、会場の皆様方も含めて今度のセッショ
ンは進めていきたいと思います。 
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　それで今日の方々は、実際に活動をしておられる方や、またそのことについ
て色々な考えを聞かせていただく方を含めて、４人のパネリストの方にお話を
いただきます。 
　先程、司会の方からお名前と所属のご紹介をいただきましたが、改めて自己
ピーアールや団体のピーアールなどを含めまして、自己紹介をしていただきた
いと思います。 
　まずは渡戸さんからお願いします。 

■渡戸 
　明星大学で社会学の教員をしています渡戸と申します。若いころは杉並区に
５、６年住んでおりましたが、現在は豊島区に住んでおります。私の専門は都
市社会の成り立ちとか市民活動です。最近ではパートナーシップとか、コラボ
レーションということに関心を持って取り組んでおります。 
　私が関わっている市民団体で、新宿に共住懇というグループがあります。共
に住む街づくり懇談会という意味です。これはおもに外国人の方が、いろいろ
な出身の人とさまざまな形でコミュニケートしながら、まちづくりをしていく
ことを考えて、いろいろなプログラムを作りながら実践しているグループで
す。 

■安藤 
はい、ありがとうございました。では、矢郷さんお願いします。 
■矢郷 
　こんにちは。世田谷から来ました矢郷恵子と申します。有限会社『毎日の生
活研究所』の代表となっていますが、代表と小間使いと事務職員とを一緒に
やっているような、そんな小さな会社です。私は、女性を中心とした市民活動
とか、子育てを中心とした市民活動とか、それから女性のコミュニケーション
や文化活動などを行ってきました。それで1989年に『毎日の生活研究所』とい
うものを立ち上げて、３年前に法人の有限会社にしました。 
　私がこの仕事の中で関心があるのは、一つは自分サイズで企業を持つという
ことでして、そのような同業者にサポートを行っております。もう一つは、市
民力を生かして地域を元気にするということです。ですから、いろいろな地域
で自分たちの街を住みやすく元気にするための、コミュニケーションツールの
開発や企画だとかに携わっております。 
　このような関心に絡みまして、今日は、皆さんと会話ができたらよいと思っ
ております。今日はよろしくお願いします。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。では、佐々木さんお願いします。 
■佐々木 
　皆さんこんにちは。『杉並ベンチャーネットワーク』の佐々木でございま
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す。今日はお招きいただきましてありがとうございます。 
　私は西荻窪に住んでおりまして17年になります。私のキャリアに関しまして
は、大学を出て住友信託銀行に入り、それから朝日生命保険会社に転職しまし
た。仕事は一貫してファンドマネージャーとして、株とか債券の仕事をしてま
いりました。 
　それから『杉並ベンチャーネットワーク』は、うちの理事長をしている土佐
が1995、6年ごろに、インターネットにメーリングリストというものがあり、
インターネット上で自由に意見を言える場というものを立ち上げました。それ
でメンバーが300人ぐらいおります。その中で、杉並区のために何か出来ない
かということになり、『杉並ベンチャーネットワーク』が出来ました。 
　いずれにしても、今は社会構造の転換というテーマが出てきました。今まで
は行政があり、大企業があり、中小企業があり、その下になんとなく起業家や
ボランティアなどがあり、行政や大企業が中心でした。それが今や、行政も大
企業もガタガタになりました。そういう中でボランティアの勢いというのが、
第３の勢力として位置づけられてきて、どこまで国を変えていけるかというこ
とを問われていると思います。私自身も大企業にいましたが、このベンチャー
ネットワークをスタートしたいと思い、会社を辞めて現在に至っております。 
　今日はそのようなことで、いろいろな話を聞かせていただきたいと思いま
す。よろしくお願いします。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。では、宇治川さんお願いします。 
■宇治川 
　宇治川です。初めまして、よろしくお願いいたします。先程司会の方から紹
介をいただきましたが、ここ３年間『杉並ＮＰＯ・ボランティア活動推進セン
ター設立』に向けた活動に、微力ながら力を注いでまいりました。杉並在住は
13年目で、今は自営業をしております。 
　私は90年代の後半から地域が変わってきたと思います。それは1995年に阪
神大震災があり、その年から２年間の区民大学でボランティアについて学び、
自主グループを作ったのですが、その時に今までのボランティアが1960、70
年代の市民運動型から、1990年代に始まる21世紀型の市民活動に変わってき
たと思ったのです。そういうことに気が付きまして、まちづくりとか、社会教
育や学童保育などの活動を続けつつ、最近は「杉並区行政評価委員会」委員と
か、今回の３年間にわたる「杉並の地域活動をすすめる区民会議」、「同懇談
会」、「センター設立準備会」委員という形でＮＰＯの活動をどのように育て
てゆけば良いのか、ということに関心を持って取り組んでおります。それでこ
の３年間で感じたことは、行政側との付き合い方、企業との関係のあり方・協
働のあり方というのも、これから変わらなければならないということです。今
日はそのあたりのことを一緒に考えて行きたいと思っています。 
　それから2001年のボランティア国際年をきっかけに、ＮＰＯ法人『未来をつ
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なぐ子ども資金』をつくりチャリティー・ウォークを続けています。大人、中
学生以上が500円、小学生以下が100円を寄付という形で参加していただき、
そのお金をプールして公開選考会を行い、民で民を支える仕組みを作っていこ
うとしているのです。初めての試みとして、今まで行政や財団が行ってきたこ
とを、「自分たちでも出来るんだ」ということでとり組み始めております。 
　来年の2003年も第３回のチャリティー・ウォークを行ない、この10月29日
に第一回の実行委員会を立ち上げます。皆さんと一緒につくりあげていきたい
と思いますので、お時間のある方は是非参加していただきまして、成功につな
げていきたいと思います。よろしくお願いします。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。今日のパネリストの方々からそれぞれ自己
紹介をいただきました。まず、進め方を話させていただきます。パネリストの
方々がいろいろな活動をされていると、今の自己紹介でお話しをいただきまし
た。では、具体的にどのような活動をされているのかということと、そこにお
ける課題とは何か、というところを15分ぐらいで、それぞれの方にご報告して
いただきたいと思います。 
　その後、渡戸さんの方から、今のＮＰＯやこれからさまざまな市民活動が広
がって行く中で、ご感想を含めながらお考えをお聞かせいただきたいと思いま
す。これを受けて会場の皆様方と、意見交換をしたいと思います。そのような
流れで進めて行きたいと思います。 
　実は、第１セッションのところでも少しご報告いたしましたが、このＮＰＯ
や市民活動の動きというものは、急速な勢いで広がりつつあるのは間違いあり
ません。 
　ＮＰＯ法といわれるものが、1998年に国により設置されました。たかだか４
年間でＮＰＯ法が作られる時に、さまざまな課題を残したまま議員立法という
形で作られてきた経由がございます。そのような意味では、非常に急いで作り
ましたから法改正をしなければ、という動きが続いております。今、この法律
そのものも税制上の問題も含めて、一部再生しようという動きがございます。
条項等々につきましても、今の12分野から17分野に５分野増えるということで
ございます。この辺のところについては、佐々木さんからコメントをいただく
つもりでおりますので内容については触れませんが、いずれにしてもそういう
分野が増えていくという動きでございます。 
　税制面におきましても、ＮＰＯでは言葉的に「人、もの、金」とよく言いま
すが、まさにその財源をどう確保するのか。これはＮＰＯにとって非常に大き
な課題であります。そのような中で、税制上の問題や今の認定の要件や手続き
というものは、実際に活動している側から大きな不満がございます。この辺の
ところについても、一部手直しする話しはありますが大幅な手直しは無いとい
う、そんなさまざまな課題が一方ではあります。 
　また一方では、これから大きな改革になるだろうと思うことがあります。Ｎ
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ＰＯ法という法律は公益法人というものであります。これは民法第34条に基づ
きながら作られ、明治時代に作られた古い法律であります。そういう古い法律
により成り立っています。ですから、これはまだまだ日本の中での公益法人と
いうことで、社団とか財団とかという区分がございます。実はそういう公益法
人そのものも、大きな改正をしようと進行しつつあります。平成18年度を目標
に、社団や財団やＮＰＯ法人も一斉に無くなり、新たな１つの大きな公益法人
を作るというのが、今の大きな流れであります。そのような大きな流れの中
で、市民活動の役割というものが大きくなってきたゆえに、制度改革や構造改
革という部分で、摩擦につながっていくものだと思います。 
　杉並におきましてもそのような活動を推進するために、この新しい動きを伝
えるための条例を作り、条例の中に支援センターという拠点を作るというとこ
ろまできました。なお且つ、そのような方向性を定めるために、推進協議会と
いうものを設置しました。推進協議会のお立場で、渡戸さんにご参加していた
だいているという経由がございます。 
　また一方では、財源的にバックアップしようとＮＰＯ支援のための基金とい
うものを、杉並区において区単独により税制部分も含めて設置してきました。
こういう区の側での基盤整備というものも含めて、推進してきたという流れで
す。 
　ただ、そういう流れにおきましても、事業者等含めてＮＰＯ側との協働をど
うするかということが、大きな課題になってくるわけでございます。間違いな
くＮＰＯが、先程の条項等々が17分野に増えるということも含めましても、非
常に領域が広がっているということです。 
　それからもう一つは、杉並でのＮＰＯという言葉のとらえ方です。今はＮＰ
Ｏ法人という法律に基づいた言葉にしてしまいましたが、ＮＰＯと言った時に
必ずしも法人格があるものだけがＮＰＯではない、という考え方を整理させて
いただきます。 
　ＮＰＯ法人というものは、あくまでも活動を推進していく時に、法人格があ
るほうがより進めやすいということです。法人格は一つの手段ということで
す。そういう概念でとらえた時に、あえて法人格を使わないという形で進めて
いくＮＰＯもあっていいと思います。そのことも含めてここではＮＰＯとい
い、それを支える個人個人のボランティアという部分もありますので、そうい
う意味では条例の中ではＮＰＯ等と書いてあり、その等の中には個人個人のボ
ランティアも含めて考えていくということです。ですから、このセンターの名
前にありますように、ＮＰＯ・ボランティアということも含めて、この杉並で
はとらえていこうという考え方であります。 
　そういう中において、自分たちＮＰＯがどのようなことをしたいのか明確に
することです。先程のパネリストからもＮＰＯは目的が大切なのだ、まずは
ミッションをハッキリさせることが大切だ、と言われました。そういう部分も
含めまして、今日はこれから４人のパネリストの方々にそれぞれ語っていただ
きたいと思います。 
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　それでは早速、それぞれお話ししていただきたいと思います。まずは最初に
矢郷さんから活動と課題をお話し願いたいと思います。 

■矢郷 
　私は有限会社でＮＰＯではないのです。私は、どのような活動をしたかとい
うことよりも、どのような立ち方をしたいのかな、と考えることに大きくこだ
わっています。 
　２年前に有限会社にしようかＮＰＯにしようか考えた時に、私の仕事は職人
的な働き方なのです。いろいろな所から仕事が来ると、その現場に出かけて行
き、この現場に合うやり方はどのようにしたら良いかとそこで考えて、それで
はこんなふうに行おうかというところで、一緒になって働いてくれる人を探し
てプロデュースを組むというやり方なのです。 
　私のようなやり方だと、ＮＰＯのように何かのシステムを持って事業計画を
立てていくということが、合わないところがあります。かといって、なにも法
人を持たないとこれから事業を行っていく上で厳しいと思いまして、有限会社
を取っております。その法人を取る時に、このような働き方をした時に、自分
が一番やりたいことが出来るのはどちらかな、というところにこだわりまし
た。そういうところからも、今日のタイトルでありますＮＰＯのことを、少し
お話しさせていただきたいと思います。 
　私は三つのことを思っております。まず一つ目は、私の自分の仕事であり一
つのテーマなのですが、自分の経験や自分のサイズで起業することを、いろい
ろな人に勧めたいと思います。 
　よく「起業したいのです」と相談に来る女性の方がいますが、本当にそうい
う人たちには「面白いからやってごらんよ」と言います。それで、どんなこと
をやればいいのかと聞かれたときに、「あなたの経験だとか、あなたの身の回
りだとか、あなた自身がやりたいことが必ずあるから、それを無理しないでと
にかく事業にしていこうよ」ということを話します。自分の視野で自分なりの
企画を書いて営業して、それがいかにもお金に変わるということはものすごい
喜びなのです。 
　私も50歳を過ぎていますから、これから生きていく時も、このままでずっと
働き続けて行きたいと思います。でも、自分なりに仕事をしていたら給料が少
なくても何とかなるかな、というところがあります。そういうところも、先を
考えた時にすごく安心できるところなのです。 
　今のＮＰＯなどが発展してくる社会というのは、今まで行政や企業がやらな
かったところで、いくらでもシステム化できるチャンスがあると思います。そ
れはとても面白いと思います。特に『マスの中でこぼれ落ちたもの』というの
が、生活支援だったり、生き方の応援だったりして、これから事業になってい
く時代だと思います。だからＮＰＯが盛んになり、子育て支援だとか、高齢者
の介護だとか、または住宅改善だとか、ありとあらゆるところでいろいろな起
業が出てくると思います。 

http://www.chinoichiba.com/datas3/eturan.cg...0&img4=0&img5=0&img6=0&img7=0&img8=0&img9=0 (6/28)2006/01/16 1:05:14



"Select Menu"

　それで、今ＮＰＯをやられている方や、これからＮＰＯを立ち上げる方に一
番言いたいのは、「あなたのやっていることは、あなたの生きる可能性だとか
豊かさを確実に応援してくれるよね。でなかったら、起業したりＮＰＯしたり
するのは苦しいですよね」ということです。自分の生き方が豊かさにつなが
り、やっていることで自分が楽しいということが、すごく大きなことだと思い
ます。 
　例えばＮＰＯをやる時に、「ＮＰＯは事業の目標はミッションだけだよ」と
言って、環境にやさしい社会を作るということで立ち上げます。そのミッショ
ンというのはＮＰＯのミッションであってＮＰＯの考えだからこそ、そこに集
う人々が理解してくれます。だけど、事業の目標を語るときに、その考えを破
棄してしまうのではなくて、ＮＰＯをやる時に大切なことは、「実は私はね」
と話せることだと思います。 
　ですから、「私は世田谷に住んでいるんだけど、これからもずっと働いてい
きたいよね。私の家にいろんな人が出入りして、そこがなんだか職場になった
りしたら私楽しいよね。そういう地域社会を作っていきたいよね。そういう時
にただ街があるんじゃなくて、いろんな家に緑があって、そんな緑なんかも交
換しながら生活したいよね」というように、「私はね」という言葉で話せると
いうことが、すごく大切だと思います。それが一人一人の夢であり、そういう
物が私はミッションであったり、ＮＰＯの使命であったりするのだと思いま
す。 
　そのようなことがなかなか出なくなるＮＰＯというのは、もしかすると、今
まであった男性社会と同じような事業計画を作ろうとしているところであり
「それは本当にやっていて楽しいですか」と聞いてみたくなるところがたくさ
んあります。 
　二つ目は、事業というのは楽しくなくてはいけません。昨日、ある子育て支
援でＮＰＯを立ち上げた人と、どんなことを事業にしていこうかと話しをして
いました。どの事業の話をしても、もう行政が率先して行っていることであっ
て、それをあえてＮＰＯが行う必要があるのかと話しをしていました。その
時、ポロリと出た話しがあります。「実はね、子供がいると子供の誕生日会を
いろいろやるんだけど、あれって家庭の中でやっても、あまり楽しくないよ
ね」という話になりました。ある所で聞いたのですが、誕生会を演出する事業
を行っている人たちがいるそうです。誕生日がある日に行って部屋を片付けて
くれます。それから風船をたくさん飾り、誕生日の時間になるとその風船がは
じけて、そこからいろいろな紙ふぶきのシャワーが飛び出します。「誕生日お
めでとう」という言葉も、その人たちが演出してくれます。少子化で家族層が
小さくなると、なんとなく食卓を囲んで既成のバースデーケーキで、ろうそく
立てて、２、３人で手をたたいて、あまり楽しくありません。でも、そのよう
な誕生日の出前をやる事業があるならば、今はどこの家族も少子化だから、も
しかしたら買ってくれる人もいるかもしれません。一人暮らしのシニアの方々
がいて、そんな方たちが60歳の記念だから70歳の記念だからという時に、「あ
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なたの誕生日を演出します。値段は3000円か5000円です。出かけて行きまし
たら絶対素晴しい誕生日になります」ということにしたら、そんなことが事業
になるかもしれないと話をしていました。 
　自分たちの日常の感覚で「こんな事をやったら絶対楽しいよね」、というこ
とはたくさんあります。そういうことが事業化されていくということがＮＰＯ
の良さではないかと思います。 
　だから、既に行政や企業が一生懸命やっているような事を、同じような形で
やるのではなく、どのように工夫していけば、どうすれば街の中の一人一人が
お客さんになってくれるのか、という事を考えるのがすごく大切だと思いま
す。 
　三つ目は、世田谷などの公益サロンなどもそうですが、公共施設を使ってい
ろいろ展開していく時代ではなく、自分の自宅や公園のような所を使って、事
業を展開してゆくかということです。ある所の子育て支援の話ですが、街の中
にある公園はつまらないということで、リヤカーや小さなミニキャブに遊び道
具をたくさん積んで行き、公園を瞬間的に楽しく飾りつける事業を行っていま
す。そのように既存の場所を、自分たちの事業にどのように変えていくか、と
いうことを考える時だと思います。 
　そのようなことを考えていく時に、事業としての意識をきちんと持つことが
大切だと思います。やはりＮＰＯなどは、自分たちでいろいろ企画して実行し
ていく時に、できることでしたら肩がこらない、頭が痛くならない、これだっ
たらというアイデア溢れることがたくさん出るならば、楽しいＮＰＯの事業が
あちらこちらに膨らんでいくだろうと思います。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。私も矢郷さんと同じで、ＮＰＯは楽しくな
ければならないし、苦しい思いをしていたら続かないと思います。そして矢郷
さんは楽しいことを有限会社で行うとのことですが、その時に有限会社である
ことの不便さとは、どのような事がありますか。また、有限会社とＮＰＯの違
いをお聞かせ願いたいと思います。 
■矢郷 
　今の行政は、ＮＰＯに事業を一生懸命委託しようとしています。その時に私
は入れません。うちのような小さな有限会社は、実は今考えたら有限で有って
も無くても同じではないかと思うくらいです。どちらかというと入札に参加で
きなければ、今は行政の仕事などは付きません。でも、有限と付いているだけ
で元気が出る気がします。何か大きな仕事が来たときに、「うちは有限だぞ」
と言えるぐらいのことだと思います。 
　もう一つは先程もお話しましたが、今行政はＮＰＯに一生懸命に仕事を出そ
うとしている時代ですから、今の時代の流れでは有限会社よりＮＰＯの方が有
利ではないかと思います。だけど、ＮＰＯに出る事業の規模はまだまだ小さい
です。そこが有限会社とＮＰＯの大きな違いだと思います。 
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■安藤 
　はい、ありがとうございます。今のお話の中で出ているのは、今の行政は営
利企業に対しては仕事を出さないで、全部ＮＰＯに出すということをしていま
す。ＮＰＯに出すわりには、今言われたように規模が小さいです。なぜかと考
えると、行政の方には安く出来るという視点がある模様です。 
　それではＮＰＯとして、それを受けながらどうやるのかという時に、今まで
のやり方と同じようなやり方で行政の下請け的にやるのでは、矢郷さんが言わ
れましたように楽しくありません。楽しく出来る方法が何かあるのではないか
と、その辺のところを是非考えてゆきたいと思います。 
　逆に佐々木さんは、大きな企業からＮＰＯに来られまして、まさに第一線で
仕事をされてきたということです。そのＮＰＯに入って来られた時に、どのよ
うなことにチャレンジして行こうと思われたのか、そのようなことも含めてお
話し願いたいと思います。 
■佐々木 
　私の仕事はファンドマネージャーといいまして、株とか債券に投資をする業
務を行います。お金を扱う仕事です。このような金融機関に長く勤めています
と、こういう仕事というのは世の中にどういう価値を提供しているのかと、普
段仕事をしながら思っていました。仕事はとても面白いのですが、やはり忙し
いのです。夜遅くまで仕事をしていまして、仕事一辺倒の生活をしておりまし
た。ですから、仕事一辺倒ではなくて、会社以外の自分のあり方というものを
考えたわけです。 
　運用の世界で使われる《ポートフォリオ》という言葉があります。これは資
産運用の世界で使われる言葉ですが、分散するという意味です。一つの籠に卵
をたくさん入れて転倒すると全部つぶれてしまいます。だから卵もいろいろな
種類の籠に分けようということです。だから株もいろいろな種類の株に分ける
し、集中投資はしないということです。人の生き方にもそれがあると思いま
す。今までの社会は企業中心でしたが、不況で経営が苦しく財政難で会社が弱
り倒産でもすると、いままで会社一辺倒で生きてきた人たちは、どうしたら良
いのかわからなくなります。それをある程度分散するためには、趣味を持った
り、ボランティアに入ったり、地元の活動に参加したり、家族のふれあいと
か、そういうことが非常に大切なことなのです。ですから、私も常々そのよう
なことを思い、会社一辺倒ではなくて変えていこうと思っておりました。 
　そのような中で先程も触れましたが、行政も企業も弱っている現在では、杉
並区のいろいろな問題を行政だけで考えるのは限界があると思っていました。
それで私の個人的な動きですが、インターネットを通じていろいろな意見を幅
広く聞いてみたいということで、インターネットを立ち上げました。それが
1997年の１月で、テレビ東京に紹介されました。そういう試みというのは割
合、早かったわけです。 
　またそういう中で、インターネットでいろいろ意見交換をするという話しが
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あり、私も参加しました。自分自身も会社以外に、社会に貢献できるものは何
かないかと思ったわけです。その中で地域の経済活性化というテーマがありま
した。杉並の地域振興というのはあまり盛んでないという印象がありましたの
で、それでは地元の人間が何か出来ないかと考えて、1999年の11月に何人か
で集まりました。 
　そしてその後、ベンチャー企業を興そうという人たちと、ベンチャー企業を
支援しようとする人たちの場を作ろうと、2002年の２月にマーケットを立ち上
げました。その時に110人ぐらい集まり、その中にはベンチャーを興したいけ
ど誰に発表したらいいかわからない、どう支援してもらえるのか分からない、
という反応がたくさんあると感じましたので、その後４月に、正式に団体とし
て杉並ベンチャーネットワークを立ち上げました。 
　当初、1999年の11月というのはボランティア的な集まりで、２月のスター
ト時にはボランティア団体という形でした。ただ私の考えとてしては、社会的
に責任ある形で行いたいと思いましたので、法人の申請を行いました。 
　法人化する時のメリット、デメリットは、いろいろ議論はあると思います
が、苦労はたくさんありました。現状では税制面でもあまりメリットがありま
せん。それでも法人化すると信用度が違ってきます。なぜかというと法人で契
約が出来るし、継続的にやろうという意思が明確になるからです。それからマ
ネジメントを考えなければいけませんので、そのような展開を最終的に考えて
法人化の手続きをしました。そういう形の中で、約３年活動が続いてきまし
た。 
　その後結成された当初は、ベンチャー企業をこのような形で応援してきたの
ですが、ただミッションとして立ち上げた時は、リストラ等で非常に厳しい人
や、なかなか就職が見つからない人も、自分たちで会社を立ち上げてもいいの
ではないかと思いました。それでそういう人たちを支援する、それからそうい
う自立精神を育てるための教育等も考えてミッションを立てております。これ
からそのような動きが出れば、地域の経済や日本の経済も回復するのではない
かと思っております。 
　それで事業内容ですが、まず一つ目はベンチャーマーケットといいまして、
ベンチャー企業を興したいという人がプレゼンテーションを行い、それに対し
て弁護士や会計士など、あとエンジェルといいまして資金的に余裕のある方が
支援をすることなのですが、そういう人たちが集まる実践の場を設けてありま
す。あとは経営セミナーというものがあり、実際に事業を立ち上げる場合にい
ろいろな方法がありますが、そちらは経営的に支援するセミナーを行っており
ます。 
　それから二つ目は教育事業で、中学生や高校生に起業家の教育を行ってきま
した。これは内容的に易しく行っていますが、実際には経営理論の基礎ぐらい
は教えてしまいます。そして最終的には中学生や高校生の彼ら自身で、事業計
画をまとめて発表するというプレゼンテーションのところまで行います。最初
スタートした時は、多少脱落者が出るのではないかと思っておりましたが、当
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初集まりました20人全員が最後までついてきました。それで感想を聞いたら
「面白かった」ということです。それから実際にこれからどうするかと聞く
と、必ずしも有名な会社に入るのではなく、自分で会社を興してみたいという
感想をたくさんいただきました。ですから、子供たちに対する教育がいかに大
切かということが分かりました。 
　特にアメリカにあって日本にない教育が二つあります。一つは今言いました
起業家教育であり、自分で会社を興して何かをやってみる、実際に何かをやっ
てみるという教育が抜けています。これはアメリカでは小学生のころから始
まっています。 
　もう一つは投資の教育です。株の仕組みだとか金融だとか、実際に金をどの
ように使うのかという教育です。この教育は日本にまったくありませんので、
是非とも行ってみたいと思います。そのようなことから、この二つが欠けてい
るということなので、起業家教育という分野だけでもＮＰＯで行いたいと思い
まして始めました。 
　それで昨年などは、杉並区との協働事業ということで大変成果を上げまし
た。今年も何かをやるのですが、こういう活動が日経新聞に取り上げられて、
世田谷区や八王子市などから問い合わせがありました。そういう形の中で、世
の中に新しい価値を提供して受け入れられれば非常に良いと思っています。 
　あと三つ目は研究事業を行っております。これはあるデータの研究だとか事
業計画などの勉強会を開いたりして、そのようなことを中心に行っておりま
す。 
　それから活動の広がりですが、来られている方も愛媛県や新潟県など、その
ほか遠いとこからもわざわざ来られている方もいますので、非常に活動が広
がっております。また一方では、教育事業なども杉並以外でも行って欲しいと
いう形で、ある意味では地域が広がる形になってきております。 
　私どもの名前も杉並ベンチャーネットワークということで、当初は杉並地域
の活性化ということで行ってきましたが、実際には杉並以外でも活動するとい
うことです。それから名前に杉並とついているものですから、これは杉並区の
外郭団体でしょうかと、杉並区関係者以外の人に必ず聞かれるものですから、
８月の総会で名前から杉並を取るということに決めました。これからベンチャ
ーネットワークジャパンという名前にして、杉並から一気にジャパンに広めま
した。これからももちろん杉並を中心に活動していきますが、少し広がりが出
てきているので、この機会に一気に広げていきたいと思います。 
　それからもう一つ名前を変えた理由として、最近では中国や韓国が経済的に
発展して、その中でベンチャーがいろいろと新聞をにぎわしています。そうい
うところからのベンチャーとも交流が出てきました。ですから、そのようなこ
とから杉並にとどまらない形で行っていきたいと思います。 
　そういう時の流れの中で、先程安藤さんが言われたようにＮＰＯ法の改正が
行われるわけです。現在は12分野ありまして、それから５分野増やすというこ
とです。その５分野の中に我々が言っております産業支援という形の項目が入
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ります。我々も経済産業省にヒアリングに行き、全国でも２、３カ所しかない
産業支援のモデルとして取り上げられております。 
　それでも当初我々の活動というのは、行政に対してなかなか理解が得られま
せんでした。なぜかと申しますと、行政でもベンチャー支援というものは行っ
ていましたし、会社でやったらどうなのか、なぜＮＰＯでやるのかと言われた
わけです。 
　それではなぜＮＰＯなのかと説明するのに、市民の目からやる事業なので
す、と言いました。市民の目からとは、本当に必要と思った立場の人たちが集
まってやることなのです。これはサラリーマンとか行政マンの人たちが集まっ
て、垣根を越えたコラボレーションという形で行うのです。これは会社を作っ
てやるわけにはいきませんから、ＮＰＯというプラットホームでしか出来ない
ことなのです。 
　それからＮＰＯというのは、いろいろな意味で協力を得やすいというところ
があります。このようなミッションに賛同してくださる方は、例えば講師の方
でも有名な先生だとか、警視庁のハイテク犯罪センターの方などにも以前お話
をいただきましたが、このような方々の中には絶対に何処かのセミナーではお
話ししていただけない方もいます。ＮＰＯだからこそ、ご理解いただいてお話
しいただけるということなのです。だからこそＮＰＯで行うイベントの意味が
出てくるわけです。そのようなことで当局の理解をいただいて、それがＮＰＯ
法の改正に結び付きました。やはりこのような発想が社会を変えて行くことが
できると思います。 
　それから、この２年半の活動の成果ということですが、実際の中で延べ800
人ぐらいになっております。ベンチャー企業の方も、うまくいった方、いかな
かった方いろいろいますが、いずれにしても人の出会いということが非常に大
きく関わってきます。人との出会いによりお互いの事業で交流ができ、人と出
会うことにより新しい考えが浮かび、事業を展開したという人もいます。一回
きりではなくて継続的にやるということが、新しい仲間を生んで、新しい動き
が出てくることなので、非常に効果があると思っております。 

■安藤 
　佐々木さんのところの特色として、まず一つは起業だと思います。企業を興
すというところは、ある意味で矢郷さんと共通する部分だと思います。それ
で、企業を興す時に何が大切なのか、ということが重要になると思います。 
　その次に、場合によりいくつかのプロジェクトの中に、教育という新しい言
葉が入っていました。それでは新しい企業を興してゆく時に、ＮＰＯならで
は、という部分はどんなものなのかを説明していただきたいと思います。 
■佐々木 
　私も今度本を書きました。会社を設立するための本です。その中には株式会
社、有限会社、ＮＰＯといくつか項目が分かれています。一般的にＮＰＯとい
う場合に当てはまるのが、まずはミッションがあり、利益を上げても配当に回
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さない。利益を上げても次の活動に投資をします。そういうところに特色があ
ります。企業の場合は、どうしても利益が出るということが求められてしまい
ます。いずれにしてもＮＰＯをやる場合は、ミッション性が大切です。自分を
世の中にどのような形で提供したいのか、そのようなことが鮮明に出ている形
が必要です。 
　そういう中で、特にＮＰＯの場合はボランティア、プラス、事業性なので
す。いわゆる単に無報酬の集団ではなくて、事業としてもきちんと成り立つと
いう世界ですから、その辺のところのマネジメントが非常に面白くもあり、難
しいところだと思います。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。おそらく佐々木さんが言われた、ボラン
ティア、プラス、事業計画というボランティアは、先程矢郷さんが言われた面
白いことが出来るということと、多分共通した発想ではないかと思います。面
白いがゆえにＮＰＯでやるのです。ということは企画力的な創造性的な動きが
取れるという部分があるのだと思います。だからＮＰＯが面白くなって行き、
だから地域社会が変わって行き、人のつながりが広がって行くのだろうと思い
ます。そんな感じで矢郷さんと佐々木さんのお話を聞かせていただいておりま
した。 
　また、宇治川さんの場合は先程の自己紹介の中でも、地域の中でも杉並の中
でもＮＰＯ推進だ、ということで区民会議、懇談会、準備会というところでご
活躍されてきました。それでなお且つ、宇治川さん自身が地域の中で不自由な
活動をなされているところも含めまして、お話ししていただけると大変ありが
たいと思います。 

■宇治川 
　今のお二人の考え方は、とても素晴しく参考になるお話でした。私が１番初
めに申し上げたいのは、区の条例が法とは違って法人格を取ることを目的にし
ているのではなく、もっと広くとらえているということです。もちろん国の法
があって優遇税制、それから分野が足りないというお話しが今ありましたが、
単に分野を増やせば良いということではないという気がします。全体の考え方
として、自治の程度が自分たちの力で上がって行く、そのようなことを支援す
るものだと杉並は考えていると、そのように私は取りたいと思っています。 
　それで今回は、いくつかの活動団体に協力したり、実際に行ったりしている
のですが、今日はあえてお二人とは異なる二つの立場から意見を申し上げたい
と思います。 
　まず『ぼらねっと』というのは任意団体です。きっかけは先程申し上げまし
たが、これから世の中が変わって行くきっかけとして、気が付いている人がた
とえば３人以上いれば、任意団体のＮＰＯは出来るということを申し上げたい
と思います。要するに、そんな難しく考えなくてよい、ということです。 
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　活動内容を簡単に申し上げますと、充実したボランティア活動をやりたい、
やりたいと思っているがどうしたらよいか分からない、悩みがある、そういう
人たちのネットワークであるということです。ではその時に、何をやれば一緒
にやれるのかというと、一つはコミュニケーションだと思います。自分が何を
考えて、どのようなことをやりたいのかということを表現できなければなりま
せん。 
そのための考え方やスキルにアサーティブ・トレーニングというものがありま
す。いわゆる自己主張トレーニングです。自分自身を振り返る、そして相手を
理解し人間関係を作って行くというものです。ロールプレイなどを使って、い
ろいろな関係を作るということはいかに大変かということを、シミュレーショ
ン的に行います。そのすすめ方も、係りの人や講師に全部の進行を任せない
で、半分の回数は企画した自分たちで進行していくという形をとり、全部で７
回企画し実施してきました。 
　ほかに、やはりこのようなボランティア活動や広く援助活動をしていく時に
は、どうしても場所が必要ということになります。話し合いの中で、少子化と
いうことで小学校や中学校の中に施設が空いているのではないか、という意見
が出ました。学校の空き教室をうまく活用するためのアイデアや考え方をアン
ケートでボランティア団体からとったり、実際に活用している団体の話を聞い
たりするなかで、介護保険の話しとか、子育てを支援するとか、そのような問
題も課題としてとりあげました。現在は、今までの活動をさらに進めながら中
間支援組織というようなかたちになれないかとか、相談ということも必要では
ないかと思って活動しております。 
　それで小さな団体の１番の課題ということですが、有限会社やＮＰＯ法人の
ようにミッションとか目的がハッキリしている団体はいいのですが、そうでは
ないところはどうしても広がりとか継続性とかが欠けてきます。そのあたりの
自分たちの活動を、どのようにまとめていくかということが課題になります。
その時、いざとなったら団体を無くしていくぐらいのことも含めて考えなけれ
ばならないと思います。 
　もう一つの団体である「未来をつなぐ子ども資金」は、今年の４月に東京都
の認証を受けました。先程申しました2001年のチャリティー・ウォークを企画
した実行委員有志が、チャリティー・ウォークを継続してやっていくには、や
はり実行委員会とは違う団体も必要ではないか、と考えたのです。それから民
で民を支える組織作りにおいても、毎回実行委員会を立ち上げて行っているだ
けではなく、その受け皿として集まったお金を公開して、どのような使われ方
をしていくかということを一緒に考えていかなければなりません。さらに公開
選考会で助成を決めた団体についても、どのような活動をいつやるのかも知ら
せてもらって、できる限り一緒に参加していこうという意見がありましたの
で、ＮＰＯ法人格をとって、そのようなことも行ってきています。 
　2002年５月25日に、２回目のチャリティー・ウォークとして杉並区内の二
つのコースを歩きました。いろいろな企業の協賛、団体の協賛、個人の協賛を
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取り、それを運営費に当てました。そして参加者からは、先程も申しましたが
中学生以上は500円、小学生以下は100円を寄付という形でいただきました。
そのお金はすべて運営費に使わずに公開選考会で使う、他の方法はこれから考
えていきますが、今までと違う形の行政と企業と市民が３者協働する形でチャ
リティー・ウォークを行いました。 
　これは課題にもつながることですが、私たちはそれぞれ職業を持ち、活動は
すべてボランティアで行っています。そうすると、これだけの規模のことをい
つまでボランティアという形で継続できるのかということが、大きな課題に
なってきます。今回のイベントのような場では、いろいろな人に出会ってそこ
でネットワークが出来れば、このイベントの１番の目的は達成できたのではな
いかと思いますし、課題の答えも続けていくなかで少しでも見えてくるのでは
ないかと思っています。 
　私たちのもう一つの目的は、ノウハウの提供を含めて子どもの健全育成にか
かわる活動に対して資金提供するということです。ノウハウの提案など、今ま
で関わってきた人だけではなく、他のＮＰＯとの協働や、行政との新しい協働
を考えないと活動の展開に限界があるので、理事会を通じてみんなで考えてい
きます。 
　これからは、お金についてのきちんとした考え方と、人材の集め方、情報の
集め方、場所の問題、それから働き方の問題なども考えていこうと思っていま
す。 
　私は自分のあり方を考えた時に、佐々木さんと同じような経験をしていま
す。法律事務所から情報処理会社を経て、今のＮＰＯとして介護関係の現場に
立っていますが、やはり自分の生き方や働き方というものを、しっかりとふり
かえって考えないといけない時期に入っているのではないかと思います。なぜ
かと申しますと、時代の変わり目でもあり、結局人生は一回きりだからです。
そうすると、楽しくなければならないとか、そうじゃないと続かないというこ
とにもなります。また、自分が関わっている問題を自分の問題としてだけでは
なく、それがすべての社会の問題につながる可能性があるのだという意識を持
つことで、社会が変わってゆくのだと思います。 
　それから、行政の意識を変えようという声は今まですごく大きかったのです
が、ただそれだけではなかなか変わりません。私たちのように実際に関わって
いる人や、それからこれから出来ることをやろうという人たちの意識も合わせ
て変わっていかなければ、協働というものは成り立たないと思います。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。宇治川さんから二つの活動に関わりなが
ら、お話しをいただきました。その中で補強していただきたいことが二つほど
あります。 
　一つは、チャリティー・ウォークをやる中で、企業と市民と行政とで３者協
働する形で行いましたが、その時に何がメリットで、何がデメリットだった
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か、そこが聞きたいと思います。 
　もう一つは、そういうことにより『未来をつなぐ子ども基金』というＮＰＯ
法人を作られました。それで、民が民を支えるということのメリットとは何
か、というところをご報告願いたいと思います。 
■宇治川 
　難しい質問をいただきました。これからみんなで考えていかなければならな
い課題だと思いますが、３者協働というのは新しい試みなのです。そのような
ことで言いますと、新しい動きを作るということに興味を持つことができ、そ
れにチャレンジすることが出来たということが重要です。 
　だから、メリット、デメリットという言い方ではない「面白さ」というの
が、社会を変える力になるのではないかと思います。それには自分たちだけで
やれることと、それから一緒にやること、それから行政だけにしかできないこ
とがあると思います。それはやってみなければ分からないことです。やってみ
て、これは行政がやるものだ、ということであればたとえ協働していても行政
に返していきます。または、協働でうまく行かないなら自分たちでやっていく
場合もあれば、そこでやめて、次の目標につなげていく場合もあって良いと考
えております。 
■安藤 
　それではホップ、ステップ、ジャンプのホップのところだと思います。まだ
まだこれからだ、ということだと思います。 
■宇治川 
　そうです。民が民を支えるということは、お任せ民主主義ということではあ
りません。明治時代で言うならば欧米に追いつき追い越せというかたちで、何
か引っ張ってゆく動力源というものが必要だったと思いますが、時代は大きく
変わりつつあります。民主主義を支えるもの、それが現在のＮＰＯだと思いま
す。本来日本人は賢くないということは無いはずです。自分たちの力でそのよ
うな環境を作っていけば、いろいろなことが出来るはずなのです。それを私た
ち日本人は気が付かず、そのことを外国人の方がかえって良く分かっているの
です。もっと自信をもってもいいのではないか、そんなことを感じています。 
　行政のお金というものも、税金という形で徴収しているという考えではな
く、税金を預かっているという意識を是非とも持ってもらいたいと思います。
そう考えないと、自分のお金であると勘違いしがちなのです。私たちがチャリ
ティーでいろいろなお金を預かっていることも、それは一つのあり方であっ
て、決してメリット、デメリットという考え方とは違うと思うのです。このよ
うな考え方をすんなり自分が納得できれば、それでいいのではないかと思いま
す。 
　この説明で納得いかれないかもしれませんが、これが私の真実思っているこ
となのです。今のところそこまでしか考えられないので、このようなお答えを
しておきます。いかがでしょうか。 
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■安藤 
　はい、ありがとうございました。ある意味では、少しみんなでそういうこと
を考えていくスタートにしたいということが、宇治川さんの意味合いだろうと
思いました。そういう意味で、今３人のお立場でそれぞれ活動しているところ
からの、自分たちの活動とそこにおける課題のようなものを具体的にお話しい
ただきました。 
　渡戸さん、この３人の方々の活動を聞いた上で、今抱えている市民活動の課
題とか、これからどんなことに気を付けてゆけばよいか、どんなことに目を向
けたらよいかなどありましたら、それも含めてお話し願いたいと思います。 

■渡戸 
　今の３人のお話を伺って、気が付いた点をお話したいと思います。 
　一つ目の印象的なことは、矢郷さんも佐々木さんも、あるいは宇治川さんも
そうですが、「私は」ということです。まず自分というものがあり、自分がど
のような生き方をしたいか、自分が何を求めているのか、どんなことに楽しみ
を覚えるのかということだと思います。自分といいますか自己というのは多様
な人々の社会観の中で生かされたり刺激しあったりしています。 
　まず自己ということについて申し上げたいと思います。今はどんな時代なの
かということです。社会学的な発言になりますが、1970年代の前半あたりまで
は日本も欧米も工業型の社会でした。社会の基本的な生産様式はモノを作るこ
と、あるいは生産手段を持つ資本家と労働時間を売る労働者との階級的対立と
いうものがありました。だけど皆がんばって、物質的な豊かさを追求したわけ
です。それが70年代半ば以降になると、モノを作るというよりはむしろサービ
スや情報を生産して売るという形になります。 
　そういう中で、産業構造の転換とともに国家の性格も変わってきました。要
するに、それまでのような高度成長の社会ではなくなりましたから、国家も福
祉国家というあり方を修正しなければならなくなりました。それで福祉国家の
撤退とか縮小という方向がでてきたのです。その時に、個人が物質的な豊かさ
をある程度手に入れたところで、精神的な豊かさとかゆとりとか、あるいは自
分をもう一度見直すことが出来るようになりました。それで、個人のかけがえ
のない存在を認めるという意味で、人権ということが重視されるようになって
きました。 
　最近、福祉国家の撤退や縮小という中で、かなり暗い方向が見えているわけ
です。例えば介護保険の問題にしても、お金持ちとそうでない人のサービスの
享受の仕方が違うのではないか。つまりお金持ちは企業サービスを買えます。
しかし、介護保険で１割負担です。だから受けられるサービスは自己選択しな
ければいけません。それはかなり抑制する方向にきているということです。 
　今、自己選択で自己責任ということを小泉総理が一生懸命に言っています。
だけど、自己選択といっても選択できない、あるいは自己責任を取ろうと思っ
ても取れない弱い人もいるわけです。そのような時に「私は」という考えで、
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ボランティアやＮＰＯという形で支援活動をやろうとします。これはある程
度、能力とか時間とか、お金やゆとりとか、いろいろなものがなければできな
いのです。だけど能力が限られていても、あるいは身体的な条件に制限があっ
ても、あるいはお金がなくても参加できるような社会づくりが、これから非常
に大切だと思います。 
　それから杉並区は、住基ネットについていろいろ問題提起をしています。国
家が個人を直接把握しようとする力は、これから強くなってくると思います。
だけど、ＮＰＯやボランティアの活動は、あくまでも市民社会の出来事であっ
て、国家にはコントロールさせないのだ、というような仕切りが法律によりで
きました。つまり法律の中で、市民団体やＮＰＯは「認証」しますということ
です。「認可」ではないのです。ある程度、法律の必要な条件が満たされてい
れば認めますという制度です。ですから、そのような意味で法人格を取るとか
取らないとかは別として、市民社会の多様な創造力を生み出してゆく一つの集
団的な取り組みが、ボランタリーなＮＰＯ活動だと思います。 
　それから先程、矢郷さんの方から「すき間」というお話しが出ました。今ま
での企業や行政が行っていない、しかし明らかに社会的な需要がある、そのよ
うな「すき間」を事業化してゆくというお話しでした。それは「市民企業」と
いうことだと思います。今までの営利企業とは違う、もう一つの企業のあり方
です。 
　これも先程の佐々木さんのお話にもつながりますが、今の日本の経済や企業
はアングロアメリカやイギリス的な自由主義経済です。基準が世界基準という
ことで、グローバルスタンダードという言われ方をしています。ですから今の
日本政府も、「そこに追いつかないとダメだ」、「早く不良債権を処理しない
といけない」と言っているわけです。そういう資本の草刈場のような経済に
なってゆく中で、新しい経済や新しい労働のあり方を生み出していくというこ
とは、非常に大切だと思います。 
　そういう意味でこの３人のパネリストの方々は、さまざまな新しい問題提起
をされているのでワクワクしながら聞いておりました。 
　それから三つ目は、宇治川さんが「自治の程度が自分たちの力で上がってい
く」ということを言われました。これを言い換えますと、地域の中に自発的な
市民団体や区民団体が多様にあることが、地域社会の民主性を担保するのだ
と、そのようなことをお話されたのだと思います。その場合、団体の活動も重
要ですが、それを支える個人や、あるいは団体に入らなくても個人が社会のこ
とを考えながら、どのように社会に関わるかということが、非常に重要だと思
います。そのようなことから、今のＮＰＯの状態は非常に狭いと感じておりま
す。もっと広がりのある、多様な人々が、多様な形で、互いに働きかける形が
重要だと思います。 
　かつて1960年代までは、資本家と労働者の関係はすごいものがありました。
しかし階層間の格差が広がりつつある今日の状況では、社会的な不平等が広が
りつつあります。また一方で、ホームレスの方、刑務所から出てきた方、ホモ
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セクシャルの方、あるいは離婚に伴い片親家庭になった方、外国籍の方とかそ
ういうことでも不平等が広がっています。それでそれぞれの不平等というもの
が、流動的に複雑に絡み合っているわけです。そのような中で、その「すき
間」をどのように認識して民が民を支えてゆくのかということが、非常に重要
になってきます。それを単に事業やサービスとしてやるのではなくて、社会に
普及していく、あるいは行政の人たちに対して提案をしてゆかなければならな
いと思います。 
　最後に、楽しくなければ続かないということは、私も本当にそう思いまし
た。私は学生時代に演劇をしていまして、今度久方ぶりに演劇に関わっている
ものですから面白くてしょうがないのです。私はシナリオ作りに参加していま
す。ぜひそちらの方に興味がありましたらよろしくお願いします。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。ある意味では、渡戸さんのコメントの中で
もお分かりのように、自分として自分が良く見えるような時代にしてゆかなけ
ればならない、ということだと思います。そしてＮＰＯなどがボランタリーな
動きの中で、豊かな地域社会の層を厚くすることにより、その「すき間」など
を埋めてゆくものになるのです。また、そのように思う人たちの手を今いかに
広げたら良いかと、理解されている時期ではないかというお話しでした。それ
には行政との関係も含めて、どのように持ってゆくかということだと思いま
す。 
　渡戸さんは、行政に対する改革案も出そうよ、という言い方でございます。
まさに、自分たちがプランニングで地域社会を作るのだ、というところに持っ
てゆければ良いというお話だと思います。 
　さて、それぞれ３人の方々のご報告を受けながら、また、渡戸さんにコメン
トしていただきながら進めてまいりました。今度はまさに皆様方が主役で、ご
発言いただく場であると思います。今までのご報告やご意見を聞く中で、自分
が活動を通して考えていることや、ご感想でもかまいませんのでご発言いただ
きたいと思います。 

●質問 
　矢郷さんの活動に非常に興味を持っております。お話の中では、行政はＮＰ
Ｏにしか仕事を出さない、というＮＰＯならではのメリットがあります。また
逆に有限会社ならではの不便さがあるというお話しでした。そこで、これから
ＮＰＯになるというお考えはありませんか。 
■安藤 
　有限会社よりＮＰＯの方が良かったこととか、ＮＰＯより有限会社の方が面
白いことが出来るとか、そのようなところがあるかと思いますが、いかがで
しょうか矢郷さん。 
■矢郷 
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　有料のＮＰＯを立ち上げようと、案だけはたくさんあります。特に子育て支
援についてＮＰＯを作ったら、子育て支援が地域に広がりいろいろな展開がで
きるのではないかと思っています。ですが、自治会を開くとか、ＮＰＯとして
の手続きなどを考えた時に、どのような人と、どんなやり方をしたら、いちば
んうまく行くのだろうというところで、二の足を踏んでいるところも正直あり
ます。 
　それで一つだけ付け加えさせていただきたいのですが、先程私は公園の出前
の話をして、ある所に行くと公園の場所を使って事業をやるとお話をしました
が、いろいろな話の中で、今皆さんが必要なのはこういうことなのかと思うこ
とがありまして、それだけお話させていただきたいと思います。 
　例えば、今までの市民活動だと「あの公園はつまらないから、このように改
善しろ」と、提案を行政に持っていきました。行政は提案を受けて「ではこん
なふうに変えてみましょうか。でも、予算がないからできません」ということ
があると話をしていました。例えば子育ての目線で「どの公園もつまらない」
という時に、先程のように「つまらないけれども、こんなソフトを持っていけ
ば面白くなるよ」という発想が、私はＮＰＯだと思います。 
　それから先程も言いましたように、車の中に遊び道具を積んで公園に行き、
いちばん子育て層の多い11時から12時に、私としてはその公園で遊べることを
行います。それが本であってもいいし、小さな砂場でもいいし、小さなここだ
けの道具であってもいいと思うのです。そういうことを私たちはやるというこ
とです。それと、杉並区がつまらない公園を改善するよりも、もっと安いお金
で、その本が各公園に回っていくことで、公園が楽しくなりそこで人と人のつ
ながりができると思います。また、そこにおしかける人たちに生き甲斐を与え
ます。逆に言うと資金が回ってくるという考え方もあると思います。だから市
民は参加する意義があると思います。そういう発想の転換というものが、今知
恵としてすごく求められていて、逆にそういう知恵があるのならば、私はＮＰ
Ｏというのはすごく面白いだろうと思います。 
　さらに行政の方も、市民の言葉というものを真面目に聞かなければいけない
と思います。実は一つの公園を改善するお金で、幾つもの公園に人が集えるよ
うな空間が瞬間的に出来てゆくのならば、行政の方もお金を出したくなると思
います。そこでＮＰＯの人たちが、その事業に携わり働けていけるということ
が、地域社会にとって大きいと思います。また、そこに新しい公共の空間がで
きて、いろいろな民族が入ることにより、全然違った空間に生まれ変わるよう
な、そんな面白さがあると思います。このようなことが、ＮＰＯとしての面白
さを決める力だと感じています。 
■安藤 
　はい、ありがとうございました。どうやら面白さというのは、ＮＰＯ自らの
アイデア性だということです。いいアイデアは持っておりますが、それをどの
ように表に出すのか、というところが必要になります。アイデアをどのよう
に、ものにするかというところだと思います。 
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　それでは、今の意見も含めてご質問のある方はおられませんか。パネリスト
の方々でもご質問していただいて結構です。 
　それでは、今のようなアイデア性というものをどう生かすかということも、
一つの課題としてあるのですが、それについての意見はありませんか。また、
別の質問でも結構でございます。 

●質問 
　別の質問です。今までお話を聞かせていただきまして、この３人の方々は異
分野の活動をされていると思います。また、それぞれ自立しておられるとお見
受けしました。それでボランティア団体としては、その自立ということは大切
なことだと思っております。 
　ところで、同分野の他の団体や、それから異分野の他の団体との交流という
ものは、大切だと思われますか。あるいは、そのようなことも良いなと感じて
おられますか。その辺のところをお聞かせ願いたいと思います。 
　私どもは宇治川さんと同じグループなのですが、他のグループとの交流とい
うものを重視している団体であります。 
■安藤 
　はい、ありがとうございました。一つのネットワーク作りということでは、
難しいところだと思います。言葉でいえば「多様な分野とのネットワークは大
切だよ」と簡単に言えます。だけど、多様な分野のネットワークという時に、
どのようなところでつながるのかという、つながる所をどのように探すのか、
ということが難しいのです。それから同分野なら話は早いということがありま
す。そういう意味ではメリット、デメリットというか、どうやら仕掛けの仕方
があるのではないかと思います。この辺のところをパネリストの方々に聞く前
に、皆さん方の中から「そうだね」という部分と、「いや違うよ」という部分
と、「私はこう思うよ」という部分がございましたら、どうぞご遠慮なくご意
見をお願いします。 

　ございませんか。それでは、ネットワークを作られておられる佐々木さんに
お願いします。 
■佐々木 
　杉並ベンチャーネットワークに参加している方で、江東区の方などは、この
ようなことをやりたいと、立ち上げる時に相談を受けました。それから横浜の
方からも立ち上げの話しを受けて、いろいろなデータの作り方とか、行政に認
可される場合にどうすれば良いかという話しをしました。それから実際に出来
上がりその後は、お互い協働でやることが大切です、という形にはしています
が、現状では一緒にやってゆこうというケースはありません。ですが、むしろ
これから出てくるものだと思います。 
　私も各地域と協働して、何か出来れば良いと思っています。具体的に日本経
済でいいますと、東京はまだ元気を残しています。地方は厳しいのです。公共
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事業がどんどん減っていますから。それでうちのＮＰＯも岩手県の関係者から
相談を受けていまして、元気ある東京と岩手県の産業を、どうコミットして展
開していくかということを考えております。 
　ですから、各地域といろいろなＮＰＯ団体に何が出来るかというと、地域の
活性化というテーマを持って、出来る範囲で協働していくことです。それが企
業ですと、利益の面でなかなか適用を受けづらいところがあります。それでＮ
ＰＯというものが、そこを補う一つの役割だと思います。 
■安藤 
　はい、ありがとうございました。私たちの生活とか、私たちの地域社会とい
うものは、今までですと「おらが村の所だけで活動するのだ」という発想が根
強くありました。行政を絡めていくと「なんで区以外の人と」「なんで他の地
域の人と」と、こうなるのです。でも、私たちの生活を豊かにしていこうと努
力した時に、「どうも隣の区と一緒に手を組んだ方がいいや」とか、「隣のＮ
ＰＯと一緒にやった方がいいや」などと、こういう手のつなぎ方というのは広
がってゆくと思います。 
　いわゆるＮＰＯの面白さというのは、地域ですが行政エリアを越えてゆくこ
とだ、というお話でした。ではこれからどのように広めてゆき、どのように作
るかというこの辺のネットワークの作り方が、大きな面白さというかテーマに
なってくるのだろうと思います。 
　こうしたネットワークの作り方に、先程の質問の中にありました同業者や異
業者ということをもう一度加えると、他の地域のネットワーク化というこの辺
のところで、どのように皆さんは感じておられるのでしょうか。 

●質問 
　とても気になっていることがあるのです。矢郷さんは有限会社の活動しやす
さで動いておられる。佐々木さんのところはＮＰＯでの動きやすさで動いてお
られる。いままで活動的なことを伺っておりましたが、実際に財政的に運営し
てゆけそうな見込みがあるでしょうか。どうもＮＰＯに関しましては、財政的
に解決できないとこが多いと聞いております。その辺のところの見通しという
ところを、是非お聞かせ願いたいと思います。 
■安藤 
　これは、佐々木さんや矢郷さんに聞いた方が良いと思います。矢郷さんは有
限会社で営利会社ですから、基本的にお金もうけをするのが目的です。本当に
もうかっているのでしょうか、などとお聞きしたいです。また佐々木さんは、
ベンチャーネットワークとインターナショナル的になってきているということ
で、そこまで広げるならＮＰＯでももうかりそうな気がします。 
　これはお金の使い方とか、運営の仕方などが絡んでくるところだと思います
が、まず佐々木さんからお願いします。 
■佐々木 
　２年半の収支はとんとんです。それは活動を重視させることにあったからで
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す。それから参加費を意図的に安くしているところがあります。 
　セミナーの場合でも、民間が運営している場合に何万円と取るような先生を
呼ぶ時にでも、私たちは数千円で行います。はたしてそれが本当に良いかとい
うと難しいところです。その時にお金をかければ私たちは潤います。ですが、
その差というものをどのように考えていけば良いかと思っております。 
　いずれにしてもある程度我々の事業の中で、どれを取るかということを考え
ています。例えば経営プログラムでしたら、これを行政に提供してある程度そ
れに見合うお金をいただくとか、今度はある会社の社員教育に使いたいと声が
かかれば、このような場合にはある程度取れると思っております。私が八王子
でプレゼンテーションした戦略があるのですが、この中でも民間の会社と同じ
ような形で、どこが強みでどこが弱みなのかと経営分析をしています。それか
ら資金調達の問題なども考えています。 
　だから私たちＮＰＯの場合は、意図的に収益を得る事業や、そうでない事
業、会費でいくら、それから寄付でいくらというように、お金を何処に持って
ゆくか、そのような落とし所を皆で考えて行っています。 
　それから良い人材を集めなければなりません。やはりアメリカを見ても、コ
ロンビア大学やハーバード大学を出た人間が、ＮＰＯに入ってくるのです。そ
れはなぜかといいますと、その人に見合うだけの給料がある程度（７～８割程
度）出せるＮＰＯだからです。ですから我々もそのような流れで行きたいと
思っています。 
　それで皆さんにおいても、ボランティアという水準と、ボランティア団体、
それから法人のＮＰＯ、それから組織と、どの位置なのか、そのポジション
は、かなり変わってきた部分がありますが、団体の性格づけを意識してもらえ
ると良いと思います。 
　それから、ＮＰＯバブルと言われているところがあり、期待されているとこ
ろは大きいのです。やはり、ある程度組織として情報開示をしていかないと、
第三の分野で信頼を得られないというところがあります。ですからこの課題に
も取り組んでおります。 
　ですから我々は、そのような形である程度収益を稼いで、それをまた次の事
業に展開してゆきたいと思っております。 
■安藤 
　はい、ありがとうございました。それでは矢郷さんお願いします。 
■矢郷 
　私は自分ひとりで生きていますので、稼がないと生きられません。そのよう
な意味では一人親方ということで、１番経費がかからないやり方で行っており
ます。そのようなことが答えです。 
　先程のネットワークのところで、一つだけお話しさせていただきたいと思い
ます。私どもが、10人以下のスモールオフィスにアンケートを取りました。
100カ所ぐらい行いまして、ＮＰＯも入っています。その内容というのが、ど
んなところでネットワークが欲しいですか、ということです。それで返ってき
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た答えが二つありました。 
一つは、失業手当、病気見舞金、厚生年金が無いので、それを考えたネットワ
ークが欲しいとのこと。もう一つは、事業を始めて行くときの連鎖でネットワ
ークが欲しいとのことです。 
　一つ目の答えで、ＮＰＯやスモールオフィスだと失業手当、病気見舞金、厚
生年金が無いということは、とても大きな問題になっております。そのような
事をうまく連合して作れないか、というお話でした。私も一人親方で行ってい
ますと、失業手当も失業保険もありません。そのような事をどのように緩和で
きるかと考えた時に、それぞれ小さなＮＰＯグループが集り、一つの大きな法
人的なまとまりとなります。そこで、失業保険や病気見舞金などの社会保障が
充実できるネットワークを作れるのではないかと思っています。このような事
を杉並区が考えてくれたら面白いと思います。 
　それからもう一つ、事業連鎖というものはすごく大切です。事業というもの
は、どんなに頑張っても小さな所が取れる仕事というのはたかが知れていま
す。そのようなことを考えた時にアンテナネットというものがあります。この
ネットワークはどのようなことをしているかというと、全国の小さな事業所が
ネットワークされて、最終的には一つの事業所では取れないナショナルスポン
サーの事業を取るということです。たとえば、自分たちの所でどんなに頑張っ
ても、大企業の事業が来るはずがありません。だけど、束になった時には受け
られるかもしれません。 
　例えば、うちのＮＰＯの会社では、こんなニュースレターを出して広告費を
取りたいのです。と言っても部数が少しなら付くスポンサーも知れています。
だけど杉並で出しているＮＰＯのニュースレターを全部頼まれたなら、ひょっ
とすると10万部になるかもしれない。10万部になるならば付いてくれるスポン
サーがいるかもしれない。そのようにネットワークを組むことにより、ここで
は広告費がそれなりにかえってくる可能性があるかもしれない。ということが
あると思います。 
　これからは、事業同士が連鎖していくことが、事業が成長していくうえで必
要だろうと思います。ただこれはＮＰＯにより分野やミッションが違うなど
と、いろいろ難しいことはあるかもしれませんが、ただこのような小さな中
だったならば固ることにより、例えば、ある企業の調査を受けてみるとか、あ
る企業の広告を載せてみるような、資金を獲得してゆく方法が広がってゆくの
ではないかと感じています。 
　そういう意味で、この二つのことがネットワークをしていく目的として、こ
れからの企業社会の中では必要だと思います。 
■安藤 
　はい、ありがとうございます。いまのお話では、活動領域を超えた形でいろ
いろな団体が一つになりながらビックイベントを作り、資金を作ろうというお
考えだと思います。宇治川さん。おそらく今の発想というのが、チャリティ
ー・ウォークというやり方と似ていませんか。 
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■宇治川 
　まずＮＰＯにとってお金は大切だと思います。タブー視するのはよくありま
せん。あと、いままでのボランティア団体が、一緒になって同じような活動を
している所がなかなかありません。それはやはり先程のＮＰＯのメリット、デ
メリットのところで言えば、協力しやすいＮＰＯという考え方を導入さえすれ
ば、たぶん地域も変えられるし、それから行政も変えられるし、いろいろな違
いを認め合える形を作れるのではないかと、私は思っています。 
　あと、民が民を支える時に自分たちだけでなく、一緒にやる人たちに共感を
持ってもらうために何をやればよいか、というところをどれだけ広げられるか
が大切です。 
　さらに、自立したコミュニティというものを再生する場合にも、自分たちが
感じていることを共感してもらうにはどうしたらよいのか、その時にどのよう
な付き合い方をすればよいのか、ということを同じように考えていく必要があ
ると思います。 
　先程３者協働のお話が出ましたが、現にある制度や仕組みを変える時には、
どれだけ具体的に協働できるかということが大切です。これから社会を変えよ
うと行政も企業も市民も求めている時に、お互いに情報などを出し合う場をな
るべく早く作るということです。その時同じＮＰＯであるならば、多少目的が
違っても、分野が違っても地域を作るというところで協力し合っていく。Non-
profit Organizationということばも、Not for profitという言い方もありますの
で、利益だけではなくて他の目的も共有するのがＮＰＯだということであれ
ば、やはり利益も大切なわけです。だから利益を出すのもあまり自己抑制しな
いで、このような考え方へどのように修正していくかといえば、ボランティア
やＮＰＯが今までのタブーを破るために出てきたのですから、それを破るため
にチャレンジしてお互いに協働するにはどうしたらよいか、ということを考え
ていけばよいと思います。 
■安藤 
　はい、ありがとうございました。その他「私はこう思います」とか「この部
分はどうなのか」という意見があると思いますが、どうぞご遠慮なく手を上げ
ていただきたいと思います。いかがですか。 

●質問 
　渡戸さんにお聞きします。ＮＰＯといえども利益活動をするというお話でし
た。それで私の会は約130人の会員で、杉並区に事業所が８カ所ありまして、
そこを管理しているのですが、管理費も何もなく全部自前なのです。もしそれ
がＮＰＯ化して認証を受けたら、会に何がしかの資金が出るかもしれないとい
う思いがあります。 
　仮に認証を受けたとしても、利益を生むのではなくて無視します。それでは
何のために認証を受けるのかというと、いろいろな口実を付けてさまざまな会
を開きます。そして地域のお年寄りの方に、生きがいやゆとりを提供しようと
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思うのです。ですから、このようなことで全く利益は生みません。だけど会と
しては、やはりお金が欲しいのです。だからＮＰＯの認証を受けようというの
ですが、そういう形のＮＰＯは存在するのかお聞きしたいと思います。 
■安藤 
　他に質問はございませんか。なければ時間も押し迫ってまいりましたので、
最後に、渡戸さんには今のご質問に答えていただきながら、それぞれ３人の方
に今日のご感想を頂きたいと思います。それと、私が一番最初に言いました
が、「この杉並の中で、ボランティアやＮＰＯが広がることにより少し夢があ
るといいな」と思っております。それでは、この夢をかなえるために何をすれ
ばよいのかというところを、それぞれ３人の方にコメントを頂けたらありがた
いと思います。それでは宇治川さんからお願いします。 

■宇治川 
　夢といいますか、もともと考えていることをお話したいと思います。それ
は、第１セクターである行政、第２セクターである企業、第３セクターである
ＮＰＯやボランティアという中で、第３セクターに関心がある今だからこそで
きることというものを、できるだけ多くの方と一緒に話せる場を作りたいとい
うことがあります。 
　それで今日配付した資料の中にあると思いますが、「杉並シップ」という八
つの原則があります。それで一体何が出来るのかというと、対等の立場で話し
合いをして、共通の目的がある時に協働し、期限を区切って必要なものは行う
し、いらないものはやめるという評価をすることです。そのために必要な情報
はなるべく公開し、相互理解に努めることが前提となりますが、活動の自主性
を尊重しながらさらに自立化していくことも尊重して進めていくことになりま
す。そういうものを条例で作りましたので、是非ここで知ってもらいたいと思
います。それで行政マンも企業マンも区民も一緒になり、この「杉並シップ」
に魂を入れていくといいますか、「仏作って魂いれず」という言葉もあります
から、皆様に魂を入れてもらいたいと思います。今回このフォーラムを通じ
て、そのことを考えるきっかけになってくれれば良いと思っています。 

■佐々木 
　ボランティアということは、個人の自立がないとなかなか出来ないことで
す。今までは行政や会社に身を置く世界で、行政や企業に勤めていれば何とか
なる時代でした。しかし、これは完全に壊れましたので、個人一人一人が自立
とか自覚を持ってやるということが大切です。現状では、行政や企業が完全に
弱っていますから、ＮＰＯというものが登場しなければならないし、同時に進
んでいるということです。そこに先程言いました個人でやるボランティア、そ
れから団体でやるボランティア、それからＮＰＯというのを、どのようにして
一緒につなげていかなければならないか、ということがあるわけです。いずれ
にしても皆さんにおいては、ボランティアというものを、どんな形までやるの
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かという最終形のイメージを絶対持っていただきたいと思います。 
　それから更に言えば、ボランティア団体には共益性と公益性がありますが、
やはり世間に求められているＮＰＯの存在とは公益性です。ゆえに国に取って
代わる公益性が求められているわけで、この場合はＮＰＯとして個々の活動が
世間に認められなければ、行政や企業に相手にされないわけです。だからそこ
まで持っていく作業が必要になるということです。 
　それから皆さんは、ボランティアとの関わり方がいろいろあると思います
が、行政とも対等に、それから企業とも対等に行っていこうとした場合は、組
織立ってマネジメントをしていくことです。そして、そのような中で事業が１
個でも２個でもできてゆけば、日本の21世紀の新しい市民社会というものが、
実現できていくのではないかと思います。 

■矢郷 
　私が言い残したことだけ言わせていただきます。いろいろなＮＰＯができて
きますと、行政との計画や事業の委託などの話がたくさん出てきます。そこで
大切なことは、行政と民間企業の取引というものを、今までのようにカーテン
の中に入れないことです。たとえば行政がこのような事業をＮＰＯに委託した
い、と思っているならば、皆が参加できるような方法を考えていただきたいと
思います。また、参加する方は力がなければいけませんので、それを契機に皆
で参加し企画して力になるようにしたいと思います。さらに事業の委託を望む
時なども、オープンにしていくことが大切だと思います。でも、そういうとこ
ろで行政が変わるということは、勇気が必要だと思います。ですがそういう場
面も含めて、どのようなグループが、どのように自覚して、どのように進めて
いくかということが分かるようにしたいと思います。これが実現すると、地域
社会のいろいろな仕組みが一つ変わるのではないかと思います。 

■渡戸 
　先程のご質問に正確に答える能力がありませんが、ただ、事業地の管理とい
うことに対して、どれだけの人が一緒にやろうと感じるかです。その辺が一つ
の問題としてあると思います。例えば、国土交通省で行うアドプト制度という
ものがあります。養子縁組のような制度です。それは、県が管理する道路の一
部分を、ボランティアの人たちが道路公団と契約するような形で養子縁組をし
て、自分たちで道路管理をすることです。そういう時に、一定の財政的な援助
が出る制度があります。しかし管理するといいましても、清掃作業や緑化作業
が主で、土地の管理とか用地の生かし方を追求されると無理ではないかと思い
ます。つまり先程言われた資金というものは、その次の問題ではないかと思い
ます。 
　それから、社会的に承認されたＮＰＯ法人は、社会的に責任ある存在になる
ということです。それをどのように認識していくかということが大切です。結
果的に、承認されても休眠状態の団体もあるわけです。 
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　活動の方法も、ビジネスに近い指向をしている場合や、地域社会に重点を置
き、皆で指向する場合もあるわけです。そういう意味ではＮＰＯといっても、
一言でくくれないものだと思います。ともかく、その中でも行政や企業ができ
ない市民的な公共性というものを皆で育て、あるいは社会に進出していきなが
ら構築していくことが、ネットワーキングにも通じるところでもあり、非常に
重要な課題だと思います。 

■安藤 
　はい、ありがとうございました。おそらくもう少し、話を詰めておきたいと
思う方もおられるかと思いますが、いずれにいたしてもこのセッションでは、
これからの杉並の中で私たちはどのようにしたら良いのかということを少し話
していただきました。 
　今までいろいろご報告をいただきましたように、ＮＰＯはさまざまな形で存
在しています。ですからこの杉並での市民層というものを、いかに厚くするか
ということが必要ではないかと思います。それでは、その条件をどう作るかと
いうことが、これからの行政との関係ということも課題になってきます。ま
た、ある意味では行政自身もどのように構造改革していくかということも合わ
せてやらないと、おそらくＮＰＯやボランティアと一緒に新しい社会を作って
ゆくことにはならないと思います。 
　そのような意味で私たちは、今のＮＰＯの動きやボランティアの動きという
ものを、後退させないためにも是非皆様方も一緒になって頑張っていく、手を
つないでいく、理解していくということを行っていきたいと思いまして、今日
のこのセッションのシンポジュウムを終わりにさせていただきたいと思いま
す。 
　ありがとうございました。 

■司会 
　ありがとうございました。今日は役に立つお話をたくさん聞けたような気が
します。それと、このセンターの運営をこれから考えていくわけですが、それ
にも大変役に立つお話の内容がありました。 
　良くも悪しきもこのセンターというものは、全国に先駆けているところがあ
りますので、その視点を感じていただけなければならないというところがある
と思います。 
　皆様方のご協力を得て、今までにないセンターにしていきたいと思っており
ます。これからもよろしくお願いします。 
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